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古墳時代前期の套形土器について

ー栃木県における蓋形土器の形態と消長一
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栃木県内の古墳時代前期の土器様相は、前代から直接的な系譜が辿れず他地域からの波及や影響がある。

日常的な煮沸具である菱形土器には、刻み口縁・素口縁・ S字状口縁など東海や南関東系の系統が認めら

れる。これらは一括して波及していくのではなく、各段階に幾つかのルートで波及 定着していると考え

られる。

本稿では、県内集落遺跡で顕著に見られる東海・南関東系の菱形土器の類例を集成し、分類基準・時期

区分を設けて刻み口縁斐・素口縁賓の形態変化を確認した。この中から分類的・時間的な画期を資料から

抽出し一視点を示すとともに、段階ごとの分類傾向も抽出し、菱形土器の波及ルートや定着過程を明らか

にするための基礎的な作業とする。

I はじめに

古墳時代前期の土器研究は、弥生~古墳時代への移行期、つまり出現期の古墳や当時の社会

を考える上で欠かせない要素であり、現在までに多くの論考が発表されている。これらの土器

群は本県の弥生時代後期後半の土器群に直接的な系譜が辿れず、他地域からの影響が顕著であ

ることから、「外来系土器jと呼ばれている。特に東海や南関東といった、比較的その系譜を

特定しやすい器種の出現・消長によって編年案が提示され、その出自や波及などの観点から検

討がなされてきた。(小森1988、今平1998など)

このように土器様相は、遺跡単位で異なる器種のバリエーションなどがあり、一地域内でも

異なった特色が認められる。また、遺跡によってかなり不安定な在り方が指摘されており、こ

のような「多様性」は前代における「地域色」とは異なり、当該期の土器様相の特徴となって

いる。本稿では、比較的系統の影響が看取し易い日常的に使用される煮沸具である「童形土
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器J(以下、妻)に着目し、形態差を客観的に捉えやすい口縁部・頚部・底部を分析対象とす

る。これらを個別に形態や時期での画期などで抽出した資料により、波及や定着の過程や集落

の展開を明らかにすることを目的とする。今回はその基礎的な研究として、県下の集落遺跡出

土の蓋を集成及び分類・分析を行い、各段階での傾向を把握することとした。

E 対象地域と遺跡

対象となる地域と遺跡について述べておきたい。まず、地域は栃木県全域であるが、当該期

に属する遺跡は報告されているものや散布地も含めると80遺跡以上になる。そのうち、分析の
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古墳時代前期の斐形土器について

対象としたものは第 1図の40カ所の集落遺跡に限定した。これらの遺跡を選出した基準は(1)土

器の総数が口縁部を含む実測図を 1個体として10個体以上を超えるもの。 (2)実測図や観察表に

より口縁部の整形や調整が判別できるものである。これらのうち、蓋の製作技法・調整などが

明らかな報告について選別して扱った。本来すべての地域や遺跡を対象とし、小地域ごとの変

遷や地域色を検討すべきであるが、調査事例や資料が小山市周辺から宇都宮市周辺の思川と田

川に挟まれた地域に集中するため、この地域を主に扱うこととした。

E 聾形土器の分類

栃木県における当該期の土器群には、南関東系、東海系、畿内系、北陸系、赤井戸・吉ヶ谷

系などの系統の土器が見られる。ここでは集落遺跡からの出土量が特に多く認められる東海

系・南関東系の「斐」について分析の対象とした。この 2系統の土器は製作技法から厳密に分

けることができないので、明確にそれを示せる S字状口縁のものについては区別し、それ以外

はまとめて取り扱った。

分類の基準としては、最も個体差が伺える口縁部形態・頚部形態について概観して捉えるこ

ととした。分析対象は口縁部から頚部にかけて残存しているものについて l個体として取り扱

い、その結果を台付脚部や平底などの底部形態と踏まえることで、その変遷を数量的に把握す

ることを目的とした。

(1) 口縁部形態

蓋の分類については口縁部及び頚部の形態により、大きく 3タイプに区分した。素口縁・口

縁部が刻み目・波状になるもの、 S字状口縁とに分けられる。それらを有丈・無文とに区分し、

さらに口縁端部の形状で細分した。

① 口縁部形態

A類 有文。口縁部端面を施丈する。刷毛状工具・ヘラ状工具や指頭による押捺波状を基準

とする。

B類無文。

C類 S字状口縁。

② 端部の形状(第2図上段)

a類 口縁部に面を形成もしくは面取り傾向が認められるもの。

a1 口縁に対して直角の端面を持ち、ヘラ、刷毛工具による面取り整形を伴うものo

a2 口縁部上端に水平面を持つもの。

a3 端面上角のみが明瞭な稜を持つもの。

a4 口縁部端面上角が鋭角もしくは明瞭な稜を持ち、その上端が小さく立ち上がるものO
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al類 a5類a2類 a3類 a4類

E類

頚部形態分類

第2図 口縁部・頚部形態模式図

a5 上下に拡張された面取り面を持つもの。

b類 口縁部を丸くまとめて仕上げられているもの。

(2) 頚部形態(第2図下段)

口縁部形態分類

E類

頚部の形態については、その屈曲や稜の有無によって大きく 3タイプに区分することができた。

I類 頚部内外面に稜を形成しないもの。 I(J字状

E類 頚部内外面に稜を形成するもの。「く」字状

皿類 I類よりも頚部の屈曲は強くなり、内面に稜を形成するもの。

I類

U 時期設定

栃木県における県南・県央部や県西・県東部では「複数の系統Jの土器群が複雑に存在して

いるために共通した基準が定まりにくい。そのため、新たに出現する器種や外来系土器の消長

を主な指標とする編年案が多く提示されてきている。本論でもこの手法を踏まえながら、集落

遺跡での出現率が斐に次いで多い、「高杯形土器J(以下、高杯)の杯部や脚部の形態変化を参

考として一遺構一時期という設定を行った。高杯は大観すると、濃尾平野を出自とする元屋敷

系の出現から畿内系柱状脚への流れが指摘されている。本県においても同様の変遷が認められ

ていることも踏まえて検討すると、概ね4つの段階に分けられる。高杯及び棄の概要と具体的

な編年の指標(第3・4図)は次に示すようになる。

I期

この段階は台付斐・元屋敷系高坪・小型高杯・小型器台の波及が認められる。高杯は大型・
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古墳時代前期の菱形土器について

小型のものが見られる。大型高杯は坪部の形態により 2種類に分けることができる。 A類は杯

下部に稜を有し、内湾気味あるいは直線的に口縁部に至る。脚部については裾部が内湾するも

の・脚部中位に透孔を有するものもみられる。 B類は杯部が半球形をなすものである。全体的

には杯部がやや浅めであり、口縁部に面取りをするものもみられる。

棄については口縁部の形態別に見ると、刻み口縁聾と素口縁聾の出土例が確認できる。刻み

口縁聾には台付・平底の両方のタイプが出現している。頚部は前代の様相を引き継いでいるた

めか、屈曲が緩やかな(頚部形態I類)タイプと「くJ字に屈曲するタイプ(頚部形態E類)

が認められる。屈曲が緩やかなタイプには、口縁に対して直角な端面をもち、口縁端部に刷毛

状工具とへラ状工具などによる押圧などを施した個体が見られる。「く」字に屈曲するタイプ

は口縁端部を丸く仕上げており、その外面に施丈している。

素口縁聾についても台付・平底が見られるが台付のものは僅かであり、ほぽ平底のもので占

められている。頚部については屈曲が緩やかなタイプが半数以上確認でき、「く」字に屈曲す

るタイプも稀少であるがこの段階から認められる。

この段階に伴う聾類は、そのほとんどが小山市域を中心とする遺跡からの出土であり、その

数量も少ない。刻み口縁のタイプは緩やかな頚部をもっ台付のものが比較的多く認められる。

素口縁のタイプも緩やかな頚部をもっ平底の聾が主流である。

当期に該当する遺跡としては、牧ノ内遺跡18号 .21号 .42号住居跡、寺野東遺跡SI-26、

五料遺跡SI-26、烏森遺跡B2-S1002. S1003・S1007などがある。

E期

器種構成は前段階と同様であるが、 S字状口縁蓋のB類(赤塚1986)の波及が認められる。

また、高坪や聾の形態変化についても前段階の影響を受けているが、細部の変化は見られる。

高杯はほぼ前段階の形態を踏襲するものと考えられるが、杯部がやや広く浅くなるものがあ

り、脚部は屈曲せず、僅かに内湾するか直線的に聞くものがみられる。透孔も脚部中位に施さ

れるものが多くみられる。口縁部に対しての面取りはほとんどみられなくなる。

小型高坪の均二部は半球状をなし、口径より裾部径が大きい。裾部は大きく外反気味に聞いて

おり、脚部中位には透孔が穿たれている。

聾は頚部の屈曲がI期段階よりも強くなり、形状が iU状から内外面に稜をもっ「くJ字

状へ変化していく段階である。口縁端部の面取りをするものは前段階よりも稀少であり、丸く

仕上げる形状のものが多くみられるようになる。タイプ別に見ると、刻み口縁聾は端面を持つ

が「くJ字に屈曲する台付費に僅かにみられる。素口縁の聾は端部を丸くするものが主流とな

る。底部は平底と台付の割合がほぼ同じぐらいになる。

当期に該当する遺跡としては、天狗原遺跡4号住居跡、砂田東遺跡13号住居跡、溜ノ台遺跡
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2号住居跡、烏久保遺跡51-1、伯仲遺跡 5号住居跡、牧ノ内遺跡39号住居跡、寺野東遺跡51-

151・51-163・51-518などがある。

E期

この段階は定型化した小型丸底柑・小型丸底鉢の波及する段階である。高杯は、杯部下端の

稜が不明瞭なA類と、稜を持たない半球状のB類がみられるが、双方とも口径が大きくなり、さ

らに浅くなる傾向がみられる。この段階では脚部が直線的に開くもの・大き iく外反するもの・

裾部が大きく聞くものなどのバリエーションがあり、谷近台遺跡には脚部がー部柱状化してい

るものもみられる。無稜高杯には低脚の高杯が出現し、脚部径が杯部径の 1/2に近くなる。

小型高杯は坪部が半球状で内湾もしくは直椋的に立ち上がり、脚部は「ハ」状にひろがる。

前段階に比べ器高と口径がほぼ同等もしくは器高対やや高くなる傾向がみられる。

聾はこの段階でも台付費は存続しており、刻み口縁と素口縁のものがある。刻み口縁の台付

費は口縁端部に面取りの傾向を残す「く」字屈曲タイプであるが、すでに稀少であり出土地域

も小山市域に限られている。素口縁でも「くJ字屈曲タイプの数量は前段階と比較すると少な

くなり、出土している地域も小山市~宇都宮市エリアの他に県東部の芳賀郡域と県南部の熊野

遺跡にみられるのみである。平底聾については素口縁のみの確認であり、「く」字屈曲タイプ、

で端部を丸くまとめるものが展開する。この段階までに刻み口縁の平底タイプは消滅している

と考えられる占

当期に該当する遺跡としては、薬師寺南遺跡11号・ 17号住居跡、赤羽根遺跡79号・ 99号住居

跡、烏久保遺跡51-7、寺野東遺跡51-137・51-183、久保遺跡74号住居跡、西山遺跡2号住居跡、

谷近台遺跡2号住居跡、柴工業団地内遺跡11号住居跡、金山遺跡X区51286などがある。

N期

この段階の資料は極めて地点的に存在するために偏りがあるが、概ね小型高杯・元屋敷系高

杯の消滅・柱状開脚高杯の波及が認められる。高杯は前段階までみられたA類・ B類が消滅し

ており、かわりに脚部が中実柱状と中空柱状のものが出現してくる。中空のものは裾部がラッ

パ状に聞くものがあり、脚内部の輪積み痕も顕著でなくなる。坪部についても有稜・半球形と

区別することができる。この段階は「花の木町段階J(後藤1992)に位置付けられる。

斐は刻み口縁台付要と S字状口縁台付蓋は消滅する。素口縁聾について、台付聾は花の木町

遺跡に存在し、口縁端部も面取り傾向を残す。器面調整は刷毛目ではなくヘラケズリがみられ

るようになる。平底聾の総ては口縁端部を丸くまとめ、胴部下半にヘラケズリ調整が見られる。

当期に該当する遺跡としては、花の木町遺跡51-4.51-7・51-8・51-9、大森遺跡 l号住居跡、

砂部遺跡51-439、西山遺跡9号住居跡、赤羽根遺跡23号住居跡などがある。
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研究紀要第 9号

形態分類時期別出現率
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古墳時代前期の菱形土器について

V 聾形土器形態変化の傾向

ここでは前項を踏まえ、段階設定及び分類可能な個体を抽出し、聾の出土傾向を概観する。

ここで取り扱う遺跡は、小山市~宇都宮市一帯の地域といった調査事例が最も多い地域に集中

している。したがって、対象とした資料は地域及び各段階で遺跡数や個体数などの偏りがある

ことも事実である。しかし、時期的な同時性や各要素の組み合わせを前提とし、型式の変遷を

考えてみたい。対象と歩る資料は、 I期段階で6遺跡 (30軒)74個体、 E期段階で12遺跡 (57

軒)233個体、 E期段階で10遺跡 (49軒)158個体、 N期段階で2遺跡 (4軒)26個体の都合

491個体である。

A.B.C各類の出現率について、まず県内全体の傾向をみると I期段階ではA類が37%、

B類が63%を占め、ほほ6: 4の割合で認められる。 E段階では、 A類10%、B類70%、C類

20%、E段階ではA類が3%、B類が86%、C類11%となり、 N期ではB類のみとなる。この

ように、口縁部形態のうち、 A類は前半期を特徴づける形態であり、また前期を通して存在す

るのは素口縁のB類である。このA.B類の段階的な特徴をまとめてみる。(第 1表)

前半期を特徴づけるA類は、 I期段階で口縁部に面取り整形を持つものが多く認められ、頚

部に明確な稜をもたないもの(I類)と頚部内面に稜を持つもの (III類)が多く存在する。刻

みはヘラ状の工具を用いるものが多いが、指頭押圧による波状のものが少数確認されている。

E期段階になると、 A類の頚部形態は内外面に稜を持つE類が主体となり、 E期にはほぼ消滅

する。

B類の頚部形態については、 A類とほぼ同じ傾向であるが、口縁部を丸くまめたものが多く

みられる。また、 I期段階からA.B類両者にみられたいわゆる「く」字状口縁聾は、 E期以

降半数以上を占め、この種の中で主体的な存在になる。

次に底部形態について、上記の資料のうち完形品172個体(I期25個体、 E期71個体、 E期

64個体、 N期12個体)を対象に、平底聾と台付聾の出土傾向を簡単に触れてみる。(第2表)

まずA類については、 I期段階で平底と台付の割合がほぼ3: 7で認められるが、 E期段階

以降になると台付聾が主体になる。一方、 B類は I期段階でほぼ平底が占め、 E期段階では台

付蓋が増加する傾向があり、両者の割合がほぼ等しいものとなる。皿期段階になると、前段階

と比較して平底が約80%と逆転する傾向があり、 W期段階では更に増加して 9割近くを示す数

値となる。

以上、各要素の結果を整理すると、口縁部・頚部形態については、大きく口縁部の無文化、

頭部の「く」字化といった変遷が辿れる。また、底部形態に関して、 A類は I期段階で僅かに

平底賓がみられるが客体的な存在であり、台付聾が各段階を通して主体的に出土している。こ

れに対し、 B類は平底聾が各段階を通して主体をなすものであるが、 E期段階でA類と同様に
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古墳時代前期の菱形土器について

台付聾が一時的に増加する傾向が看取される。

VI まとめ

聾のタイプ別の変遷及び傾向をみてきた。本稿は、継続して検討していく上で筆者なりの基

礎データとして提示したものであり、問題点など多々ある。最後に今回得られた結果をまとめ

た上で、かっ今後の問題点についても簡単に触れておく。

口縁部・頚部形態及び段階ごとの変遷については、第5図の消長模式図に簡単にまとめてみ

た。 A類は、 I期段階で頚部が比較的緩やかで¥口縁端部は口縁に対して直角な面を形成する

alI類とalIII類が存在する。これらのタイプは I期以降には継続せず、これに変わって E期に

はalII類が出現する。これはいわゆる「く」字口揮であるが、口縁端部に同様な面取りを持つ

台付の聾になり、出土数は少ないものの皿期まで継続するようである。このようにA類は I期

段階に小山市周辺域に波及するがE期以降広域に展開することなしこの地域のみで終息する

ようである。

刻みについては、棒状工具や箆状の工具を用いたものが多く複数のバリエーションがある。

特に I期段階で少数確認されている大きな波状をなすものが特徴的であり、また主に平底蓋に

施されているものが多い点なども併せ、これらの波及の問題についても考える必要がある。

B類は口縁端部形態により大きく直角な水平面を形成するal. a2類と端部を丸くまとめる b

類の 2つのタイプがみられた。 I期には平底のタイプのみで、 BbI. III類や「く」字口縁タイ

フ。のBalII類がみられる。大きな変化としては、 E期段階になると前段階には見られなかった

台付タイプが大幅に増加し全体の 5割を占め、台付・平底のタイプすべてが「く」字屈曲の E

類となることである。この段階はal. a2類・ b類ともに台付・平底が見られるが、 b類の比率

がそれぞれ高くなっている。 E期で台付が増加すると共に、 b類がa類にかわり、その主体を

担うようになる。続く E期には再び平底のタイプが主流を占めるようになる。平底のタイプの

大半は端部を丸くまとめるものになるが、僅かながら若干面取り傾向のあるものも存続してい

る。 N期でも台付タイプは僅かに存続しているが、その大半は平底になる。面取り傾向の個体

もいくつか見られるが、主体は端部を丸くするもので煮沸具の中心となり、中期的な平底蓋へ

と繋がる。

今回のデータから読みとれることは、 E期段階に大きな画期が求められることである。この

段階は、全体の傾向として口縁端部の変化や頚部の「く」字化、またB類の一時的な台付聾の

増加現象、 S字状口縁蓋の波及など、器種の構成や形態変化が顕著にみられる。今後、この結

果を踏まえて聾の製作技法や地域圏の問題、更に他の器種の形態変化を検討し、棄の波及や定

着の過程を明らかにしていきたい。
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